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注   意

1 問題は か ら までで, 7ベ ージにわたって印刷してあります。

2 検査時間は 50分で,終わりは午前 11時 00分です。

3 声を出して読んではいけません。

4 解答は全て解答用紙に明確に記入し,解答用紙だけを提出しなさい。

5 答えに根号が含まれるときは,根号を付けたまま,分母に根号を含ま

ない形で表しなさい。また,根号の中は最も小さい自然数にしなさい。

6 円周率はπを用いなさい。

7 解答を直すときは,き れいに消してから,新 しい解答を書きなさい。

8 受検番号を解答用紙の決められた欄に記入しなさい。
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次の各間に答えよ。

〔問 1〕 を計算せよ。

〔問2〕 連立方程式

χ    ν~~~=6

3    2
を解け_

^  ́   5y+29υ.0,=―
5

〔問 3〕 1から6ま での目が出る大小 1つずつのさいころを同時に1回投げる。

大きいさいころの出た日の数をχ,小さいさいころの出た日の数を夕とするとき,

等式ノー6″ =ノー6夕 が成り立つ確率を求めよ。

ただし,大小 2つのさいころはともに,1から6ま でのどの目が出ることも

同様に確からしいものとする。

〔間 4〕 下の表は,生徒A.B,C,D.E,Fの 6人に数学の小テストを行ったときの
得点を表したものである。

表の中のァ,yはそれぞれ生徒 E.生徒 Fの得点を表している。

この 6人の得点の平均値,中央値がともに 6点であるとき,x,ッ の値を求めよ。

ただし,得点は全て 0以上の整数とし,″ ≦夕とする。

〔問 5〕 右の図のように,線分 ABがある。

線分 ABの長さは 6 cmと する。             A
解答欄に示した図をもとにして,2点 A,Bを通り,

半径 2Vτ cmの 円を 1つ ,定規とコンパスを用いて作図せよ。

ただし,作図に用いた線は消さないでおくこと。
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つ
４ 右の図 1で ,点 0は原点,

曲線 /は関数y=ノ のグラフを表している。

点 A,点 Bは ともに曲線 /上にあり,

χ座標はそれぞれ 3,-2である。

2点 A.Bを通る直線をιとし,

点 0と 点 A,点 0と 点 Bをそれぞれ結ぶ。

原点から点 (1,0)ま での距離,お よび

原点から点 (0,1)ま での距離を

それぞれ lcmと して,次の各間に答えよ。

〔間 1〕 次の {1),(2)に 答えよ。

(1)有の図 2は,図 1において,

曲線/上に″座標が 3よ り大きい点 Cを

とり,点 0と点 C,点 Aと 点 Cを

それぞれ結んだ場合を表している。

△OABの面積と△OACの面積が等しく

なるとき,点 Cの座標を求めよ。

(2)△OABを ″軸を回転の軸として

1回転させてできる立体の体積は何 cm3か。

図 1
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〔問 2〕 右の図 3は .図 1において,

関数y=αノ (ク >1)の グラフを9,

曲線θと直線 2の交点のうち″座標が正である

点をDと した場合を表している。

BD:DA=211の とき,ク の値を求めよ。
ただし,答えだけでなく,答えを求める

過程が分かるように.途中の式や計算なども

書け。
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3 右の図 1で,四角形 ABCDは ,辺 ABの長さが

2/′3 cm,辺 ADの長さが 4cmの長方形であり,

△AEBと △ADFは ともに正三角形である。

頂点 Dと 頂点 Eを結び,線分 DEと 辺 ABの

交点を Gと する。

次の各間に答えよ。

〔間 1〕 線分ACの長さは何 ciュ1か

図 1
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〔問 2〕 右の図 2は ,図 1において,頂点 Bと

頂点 Fを結び,線分 BFと 辺 ADの交点を H,

線分 BFと 線分 EDの交点をIと し,頂点 Fか ら

辺 ADに垂線を引き,辺 ADと の交点を J,
点 Gか ら辺 AEに垂線を引き,辺 AEと の交点を

Kと した場合を表している。

次の (1),(2)に 答えよ。

図 2

E

(1)△EGK∽ △FHJであることを証明せよ。

(2)頂点 B,頂点 E.お よび点 Iの 3点を通る円の半径は何 cmか。
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И
「 右の図 1は ,底面の半径が″cm.母線の長さが ćmの

円すいを,頂点 0を中心として,側面が平面上を

すべらないように出発地点 Aか ら転がす様子を表している。

次の各間に答えよ。

図 1
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〔問 1〕 図1において,出発地点Aか ら転がり始めた円すいが,

頂点0の まわりをちょうど′″′周し,

円すいがちようど″回転したところで,出発地点Aに

止まった。ただし,笏.″ は自然数とする。

これを満たす″とαの値の組を,

次のC～0から全て選び,番号で答えよ。
T /=3,ク =8    1211 /=2.5,′ =7.6 ③ ″=2,
CIII″ =/2,α =3/2 (5)″ =1.′ =2π

〔問 2〕 右の図 2は ,図 1に おいて,/=1,ク =v/2の 場合

を表している。

円すいが,頂点 0の まわりをちょうど1周する間に,

円すいの底面の円周が通過してできる曲面の面積は何 cm2か。

図 2
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〔問 3〕 右の図 3に示した立体は,

底面の半径が lcm,母線の長さが4cmの円すい yと ,

底面の半径が lcm,母線の長さが3cmの円すい 7の

2つの円すいの底面をぴったり貼り合わせてできた立体

である。

右の図 4は ,図 3に示した立体を,

円すい /の頂点 0を中心として,円すいアの側面が

平面上をすべらないように転がす様子を表している。

この立体が,頂点 0の まわりをちょうど1周する間

に,円すい″の頂点 Pが描く曲線の長さは何 cmか。

ただし,答えだけでなく,答えを求める過程が分かる

ように.途中の式や計算なども書け。

図 3
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